
★カレンダーマニュアル 

 

このカレンダーは、日運勢・月運勢・年運勢の３種類の運勢が表示される。 

表示可能年は、1950 年～2500 年まで。過去の検証もできるようになっている。 

カレンダー機能のついた、運勢の総合版として使える。 

 

 

＊カレンダー 

 

日運用カレンダー。 

このページの右上が基本データの入力。まず、宿命の誕生日を入力。 

昭和、平成までは和年号も対応。令和は未対応。2019/4/6 2019 年 4 月 6 日、 

昭和 25 年 2 月 5 日、s25/2/5、という日付で誕生日を入力。性別も。 

運勢の場合、性別は特に必要はないが、一応。 

カレンダーに表示したい年を直接入力、1950 年～2500 年までの間。 

月は、数字の「4」のあるセルをクリック。プルダウンメニューから選択。 



 

①左上が日にち   ②干支番号と干支   ③運勢干が該当する人物  

④日干とその日の干支との二連変化（日干と運勢干＆日干と運勢支の本元）のワンポイント 

⑤運勢星とエネルギー   ⑥星とエネルギーを合わせた意味。 

⑦～⑨位相法に進気退気をプラス。 

⑦日支－日常生活・家庭運  ⑧月支－心の状態、自分自身  ⑨年支－仕事、社会 

位相法に進気退気のニュアンスを含めての一言コメント。 

 

・進気退気について 

宿命の 12 支を基点として、対冲までを退気、対冲から比和（同）までを進気とする考え方。 

丁度、新月の状態を対冲として、満月に向かう期間が進気に該当、満月から次の新月までが退気に

該当する。 

 

比和から対冲までは 6 支あって、最初の 3 支が浅い退気、対冲に近づくほど深い退気となる。 

対冲から次の比和までの 6 区分のうち、最初の３つが浅い進気、比和に近づくほど深い進気。 

同じ合法でも、退気の合法では、問題が起こることがあるが、なんとかまとまりを得るという感じ

で、進気の合法の場合は、発展性があると考える。散法は退気の散法の方が影響が大きい。 

 

⑩メモ。その日、印象的なことが起こった場合はメモしておく。 

 カレンダーの最後にもメモ欄がある。 

 メモは、エクセルに直接書くこともできるが、月が替わってもメモはそのまま残るので、印刷し

た後、消す（削除する）必要がある。印刷した後に、紙に記入するとよい。 

 

 

 

 

 



・その他の特徴 

 

 

節入日（月入日）。月の始まりは１日ではなく、赤字で記された日。だいたい 4 日から 8 日くらいの

間。 

 

・緑色の字は、月と同じ干支の日。月の影響が強く出る日として、意識する。 

・青色の字は、天中殺日。日運の場合、影響は軽微と見て、コメントは特に天中殺用にはなっていな

い。それでも、枠から外れる可能性があるので、注意は必要。 

 

 

 



＊全部 

 

干支だけの 12 カ月カレンダー、A4 縦で 1 ページに半年。表示月が先頭に来る。 

一年を印刷する場合は、「カレンダー」の表示月を「２」（２月）にすると、一年分が表示され、 

「印刷 1 年」を押すと、２枚印刷される。「印刷半年」では、1 枚に最初の半年。 

 

マクロが使えないエクセルの場合、通常の印刷で、ページ 1－2 を指定して印刷すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＊月運 

 

これが月運の１か月の運勢表示。 

 

今回は、陰占の干支意味を入れてみた。「戊」「辰」は全員に共通。 



「戊辰」は新しい試みとして、日干と運勢干支の関係を二連変化で解釈してみた。 

当たりはずれというよりも、運勢の背景にある、日干の動きを表している。 

 

通常の位相法解釈に、進気退気の一言コメントを加えた。 

上から、日支・月支・年支と運勢支の意味を古典から引用。 

当たり外れはなんともいえないが、わかりやすい言葉なので、参考程度に。 

 

 

 

 

＊年運勢 

月運勢とほぼ同じだが、天中殺の波動と、場所別稼動占技を取り入れてみた。 

場所別稼動占技は大運で使われるものだが、理屈は年運でも通用するので、新しい試みとして、作

ってみた。 

 

場所別稼動とは、運勢星と、宿命の５星との相生相剋を場所別に関係つけたもの。 

運勢から場所へ気が流れるのか、その逆か、それが相生なのか、相剋なのか、という区別でその場所

の稼働状態を言葉にしている。 

当てり外れは明確には出ないが、五場所が運勢に対して、どういう関り方をするのかによって、場

所別のアバウトな運勢判定が可能になる。 

 



 

これが年運の全体フォーム。 

 



 

上部は、ほぼ月運と同じフォームだが、月運の干支二連変化が左側にきて、右側には、「天中殺波動」

による意味が書かれている。 

 

星の意味、干支の意味、古典占技、位相法とも月運勢と同じものを使っている。 

 

 

大運で使っている、場所別稼動と二連変化を年運にも応用してみた。 

言葉が抽象的なので、わかりにくさはあるが、内容をよく読んで行くと、ある種の方向性はよく示

されている。 

大運 2 旬目までと、3 旬から 6 旬、7 旬以降と、年代別に若干コメントを変えて、年代にあった説明

にしてある。 

二連変化は、宿命で使っているものを簡単にまとめたもの。これは案外、的を得ていることがある

ので、参考になると思われる。新しい試みなので、参考資料として見て欲しい。 



★進気退気グラフ 

 

先ほどの進気退気を日運でグラフにした。パターンはずっと同じだが、満月に向かっているのか、

新月に向かっているのか、おおよそのリズムを目で把握できる。 

 

こちらは、一年間の月別・進気退気のグラフ。年の場合は、何年であっても、この形になる。 

 

㊟位相法については、以前配布した運勢マニュアルを参照の事。 

 2200 年以降の節入日は平均値から割り出したものを使用している（正確ではない）。 


